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黒部川流域における国有林の森林整備・保全対策について

黒部川

黒部川流域

黒部川流域内国有林

中部森林管理局管轄

人工林 天然林 比率

98 4,878 4,160 9,135 15.5%

48 20,496 29,090 49,634 84.2%

13 97 55 165 0.3%
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159 25,471 33,305 58,935 100.0%

比率 0.3% 43.2% 56.5% 100.0% －

【 黒部川流域における国有林野の機能類型別・ 林種別面積】 　 （ 単位： ha）
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富山県新川農林振興センター

黒部川流域における民有林の人工林・天然林面積
針葉樹 広葉樹 計（ha）

天然林 11 4,243 4,254
人工林 944 58 1,002
計（ha） 955 4,301 5,256

※その他 551

黒部川流域における民有林の森林整備・保全対策について

黒部川支流 尾沼谷

整備前

森林整備

保全対策（治山事業）

国有林

黒 部 川

整備後
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豪雨災害の激甚化を踏まえた森林整備・保全の実施状況等について

■森林整備・保全の実施状況等について

間伐の実施で森林土壌の孔隙量が保持

（参考）森林整備による浸透能の向上効果
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（参考）治山事業の実施による流木・土砂の流出抑制効果

間伐後の森林荒廃森林

流木捕捉式治山ダムが流木を
捕捉し た事例【 熊本県球磨村】

治山ダムが山腹崩壊と 土砂流出を軽減
し た事例【 大分県日田市】

・林野庁においては、山地災害や洪水被害が激甚化している中、これまでも、国土交通省と連携した流木対策や、氾濫河川上流域を対象とした
森林整備・治山対策に取り組んでいるところ。

・更に、今後気候変動がより一層激化する見込みであることを踏まえ、森林の有する土砂流出防止や水源涵養機能等の適切な発揮に向け、今後
の治山対策等の方向性を林政審議会等で議論しているところであり、「流域治水」の取組とも連携し、治山対策等を推進していく考え。

※服部ら 「 間伐林と 無間伐林の保水容量の比較（ 2001）

※玉井幸治「 森林の持つ『 洪水災害の軽減機能』
について」 山林第1635号（ 2020）

◇九州北部豪雨(H29.7）や平成30年７月豪雨を踏まえ、国土交通省と
連携した流木対策の実施や、尾根部崩壊・脆弱な地質地帯での土石
流の発生などに対応した治山対策の強化

【 福岡県朝倉市】 【 広島県東広島市】 【 静岡県浜松市】

これまでの取組状況これまでの取組状況

今後の更なる取組⽅向今後の更なる取組⽅向

◇今後の気候変動の激化を見据え、森林の有する土砂流出防止機能
や洪水緩和機能の適切な発揮のための施策のあり方を検討し、
計画的に推進

※具体的な施策について、林政審議会や学識経験者からなる検討会
において検討中

◇令和元年東日本台風により広域で洪水被害が発生したことを踏まえ、
氾濫河川上流域における森林整備・治山対策の実施（令和元年補正予算）
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森林整備の防災・減災効果

森林整備により 下層植生を繁茂さ せ、 降雨に伴う 土壌流出を抑制。

間伐を実施し、樹木の成長や下層植生の繁茂を促すことが必

要。
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※恩田裕一編（2008）人工林荒廃と水・土砂流出の実態
※土砂量：2006年6月～11月の6ヶ月間、総雨量：1,048㎜

(m3/ha)
流出する土砂量が減少

森林整備の効果森林整備の効果

間伐の実施で土壌の孔隙量が増え保水容量が増加。

○ 森林施業の実施による浸透能の向上効果

○ 森林施業による土砂流出抑制効果等

※玉井幸治「 森林の持つ『 洪水災害の軽減機能』 につい
て」 山林第1635号（ 2020）
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森林土壌の発達により ピーク 流出量は減少
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※玉井幸治「 森林の持つ『 洪水災害の軽減機能』 について」 山林第1635号
（ 2020）
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参考： 森林の洪水被害の軽減に果たす歴史的変遷

１件の風水害による崩壊発生件数の推移
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• 森林造成（ 保安林指定含む） が進んだ後、 山地斜面の崩壊発生件
数と 洪水氾濫面積が減少。

• 治山治水対策の進展と 併せ、 森林の土壌が崩壊によっ て消失せず
に発達し たこ と により 、 洪水被害の軽減に貢献し てき たこ と が示
唆。

森林面積（保安林面積）の推移
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加） 。

１ 件の風水害によ

る山地斜面の崩壊

発生件数と 洪水氾

濫面積は、 減少傾

向。
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※服部ら 「 間伐林と 無間伐林の保水容量の比較」
（ 2001）
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近年の豪雨災害における森林造成による効果について
■静岡県伊豆地方における事例 ■長野県伊那谷地域における事例

昭和３ ６ 年災害

⻑野県伊那⾕地域における⼭地災害・洪⽔の発⽣状況

昭和３ ３ 年狩野川台風災害

静岡県伊⾖地域における渓流荒廃・洪⽔の発⽣状況

739 mm 778mm

S33
狩野川台⾵

R1
東⽇本台⾵

降水量の比較

4,844 箇所

15 箇所

S33
狩野川台⾵

R1
東⽇本台⾵

山地崩壊の発生状況

伊那⾕地域では激甚な⼭地崩壊の発⽣はなし
（中部森林管理局ヘリコプター調査結果）

令和２ 年７ 月豪雨令和元年東日本台風

579 mm
740 mm

S36
伊那⾕災害

R2
7⽉豪⾬

降水量の比較

25,637 箇所

32 箇所

S36
伊那⾕災害

R2
7⽉豪⾬

山地崩壊の発生状況

過去の大災害時と 比較し
同等以上の豪雨に見舞われた
が山地の被害は大幅に減少

静岡県湯ヶ島
地点での⽐較

伊⾖地域では激甚な⼭地崩壊の発⽣はなし
（関東森林管理局ヘリコプター調査結果）

降⽔量の⽐較降⽔量の⽐較 ⼭腹崩壊の発⽣の⽐較⼭腹崩壊の発⽣の⽐較 降⽔量の⽐較降⽔量の⽐較 ⼭腹崩壊の発⽣の⽐較⼭腹崩壊の発⽣の⽐較

国の直轄事業等に
より崩壊地や渓流
荒廃の復旧を進め、
森林再⽣を実現
→⼟壌の発達による⽔源涵養機能の向上

これまでの治山事業による森林再生の例これまでの治山事業による森林再生の例

伊⾖地域全体
での⽐較 ⻑野県飯⽥

地点での⽐較
伊那⾕地域
全体での⽐較

国有林、⺠有林に
おける継続的な治⼭
対策で森林再⽣を実現

→⼟壌の発達による⽔源涵養機能の向上

過去の大災害時と 比較し
同等以上の豪雨に見舞わ
れたが山地の被害は大幅
に減少
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近年の激甚な山地災害を受けた課題と対応策①～流木対策～

■平成２ ９ 年九州北部豪雨で明ら かになっ た課題

・一般的な山腹崩壊であれば、山腹崩壊地に生育していた立木と
崩壊土砂の多くは、斜面下部や渓床内に堆積するが、今回の災害
では多量の降雨のため著しく増加した流水により、斜面下部等に
堆積することなく渓流周辺の立木と土砂を巻き込みながら流下し
たことから、下流域での流木量が増加したと考えられる。
・地球温暖化により、極端な降水がより強く、より頻繁となる可
能性が非常に高いことが指摘されている（略）このような中で、
壮齢林を中心に山腹崩壊等が発生した場合、山腹崩壊地に生育し
ていた立木と崩壊土砂が渓流周辺の立木や土砂を巻き込みながら
流下することにより、大量の流木が発生するといった、新たな課
題が生じている。

（出典︓「流⽊災害等に対する治⼭対策検討チーム」中間とりまとめ
（平成２９年１１⽉ 林野庁）)

■具体的な対応策 ～「 発生区域」 「 流下区域」 「 堆積区域」 に区分し 対策を強化

～

保安林の適正な配備

間伐等による根系等の発達促進

土留工等による表面侵食の防止 等

流木化する可能性の高い立木の伐
採による下流域の被害拡大の抑制

流木捕捉式治山ダムの設置等によ
る効果的な流木の捕捉 等

森林を緩衝林と し て機能さ せるこ
と による堆砂の促進や流木の捕捉

治山ダムの設置等による渓床の安
定や流木の流出拡大防止 等

流木化する 可能性の高い立木

流木捕捉式治山ダム

緩衝林と し て機能し た森林
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近年の激甚な山地災害を受けた課題と対応策②～尾根部崩壊・コアストーン対策～

■平成３ ０ 年７ 月豪雨で明ら かになっ た課題

長時間の豪雨

風化基岩

風化層等にあっ た
コ アスト ーン等の
流出

遷急線 表土層

花崗岩
等の基
岩

根系の分布する表土層及び一部風化
基岩と 、 基岩と の境界での崩壊

地下水位が上昇し 、 土層が
著し く 飽和し て斜面不安定化

尾根部付近の崩壊発生
メ カ ニズムのイ メ ージ

・多くの観測点で、24、48、72時間降水量の値が観測史上１位を更新
するような数日にわたる長時間の大雨が発生

・この大雨による大量の雨水が、周辺森林から比較的傾斜が急な斜面
における０次谷等の凹地形に長時間にわたって集中し、土壌の飽和
を伴いながら深い部分まで浸透した。

・長時間にわたる大量の雨水の浸透により尾根部付近においても土壌
が飽和し、この飽和した水が尾根部直下から吹き出したことなどに
より、斜面が不安定化し山腹崩壊が発生。

・尾根部付近からの崩壊が多く発生したため、流下距離が長く、多量
の雨が降り続いたことにより渓岸・渓床を浸食しながら多量の土砂・
土石が流下し、被害が大きくなった。

（出典︓「平成３０年７⽉豪⾬を踏まえた治⼭対策検討チーム」中間とりまとめ
（平成３０年１１⽉ 林野庁）)

■具体的な対応策～巨石や土石流対策等を組み合わせる 複合防御型の対策の推進～

保安林の適正な配備

間伐等による根系等の発達促進

土留工等のき め細かな施工

治山ダムを階段状に設置

必要に応じ た航空緑化工の採用等

（ 参考） ヘリ コ プタ ーによる航空緑化工の例

流木捕捉式治山ダムの設置等
による流木対策の実施

ワイ ヤーによる巨石の固定や
流下エネルギーに対応し たワイ
ヤーネッ ト による防護工、 治山ダ
ムの整備

既設治山ダム等に異常堆積し
ている土石・ 流木の排土・ 除去

（ 参考） ワイ ヤーネッ ト やスリ ッ ト
ダムによる土石や流木の捕捉

航空レーザ計測等の活用、 地域
住民等と の連携等による山地災害
危険地区等の定期点検の実施

山地災害発生リ スク に関する情
報の周知徹底
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